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　町民の皆さまには、日ごろ
から町議会に対しましてご
理解とご協力を賜り、心から
感謝申し上げます。
　わたしは、去る４月１日の
臨時会におきまして、議員全
員のご推挙により議長の重
責を担うことになり誠に身に

余る光栄です。町民一人ひとりの声、地域の声や
心、そして女性の心を大切に、もとより微力ではご
ざいますが、円滑な議会運営に努めその使命達
成とより開かれた議会となるよう最善の努力を尽
くす決意です。
　さて、昨年度は町生誕120年の記念事業が全町
挙げて行われましたが、今年度は次なる節目を目
指して新たな一歩を踏み出す重要な年度です。
　当町は、かねてより「生活文化都市」を標榜し、
他の自治体に先駆け子育て支援を始めとする各
種施策を展開してまいりましたが、昨今は国の政
権交代や県の行財政改革の影響、さらには景気低
迷により町税の大幅な減収が見込まれています。
　こうした中、平成22年度予算は、住民目線に

　平成21年度町内会連合会・自主防災会協議会総会が3月25日役場で行われ、両会の平成22年度予算
と事業計画が承認されました。
　また、長年にわたって町内会長を務められ、自治組織の発展などに尽くされた方々に広江町長から表
彰状と記念品が贈られました。
　総会終了後には、広江町長から平成22年度の町政についての説明がありました。
　表彰された方々は次のとおりです。（敬称略）
【10年表彰】
　杉山武彦（八幡町）　松本　堆（上柳川町）
【5年表彰】
　大塚泰造（下新町）　山川道雄（港町）　安藤俊已（若葉町）　桑原健一（泉町）

　自治功労者表彰が4月16日役場で行われ、多年にわたり町内会長として町行政の発展に尽力されまし
た村瀬勝彦さん（美笠通１丁目）に表彰状と記念品が贈られました。

立った重要度、緊急度を優先した福祉、経済、安
全安心の充実・向上を中心としたまちづくり施策
が計画されており、中でも町第5次総合計画の策
定事業やリバーサイドタウンかさまつ計画に基づ
き着手されるサイクリングロードなどの事業は、笠
松の将来を展望し夢の持てる重要な施策であり、
議会としては行政と手を携え強力に推進したいと
考えています。
　一方、笠松町は、かつては木曽川を活用した物
流の拠点である川湊として栄え発展してきた歴史
を有しています。こうした貴重な町の資産を活かし
て、まちの駅の設立や特産品づくり、さらにはＮＰ
Ｏ活動など、当時に負けないような元気な笠松町
を町外へ発信する住民の皆さんの活動が始まっ
ており、議会も大いなる支援をしてまいりたいと考
えています。
　私は、議会と執行部、そして町民の皆さまとの
間で「中立公平」を信条に掲げ、これまで以上に
「行動する議会」を町民の皆さまにお約束申し上
げ、さらなる町議会へのご理解とご支援を賜りま
すことをお願い申し上げ、就任のごあいさつといた
します。

自治功労者表彰　村瀬勝彦さん

町内会連合会・自主防災会協議会　総会開催

就任のごあいさつ 笠松町議会議長　田島清美




